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研究成果の概要： 

本研究では口臭予防および治療効果がある生薬に注目し、これらの生薬エキスを試作した成分

の溶出がもっとも少ない組織調整材に配合することにより、耐久性が向上しなおかつ口臭予防お

よび治療効果を持つ組織調整材の開発を行うことを目的とした。 

2007年度は口腔内環境シミュレションで、4種類のエチル系ポリマー、1種類のメチル系ポリマ

ーおよび各種可塑剤、エタノールを用い、試作組織調整材の動的粘弾性およびその耐久性、溶出

性について動的粘弾性自動測定器DMA800および高速液体クロマトグラフLC-21を用いて行い、適

切な成分組み合わせの特定ができた。また、各種生薬エキスを用い、揮発性硫化合物(CVS)に対

する分解能をガスクロマトグラフGC-7Aを用いて調べ、適切な生薬成分の特定ができた。 

2008 年度は生薬成分の配合と試作組織調整材の理工学的性質との関係、理工学的性質の耐久

性、溶出性について検討を行い、試作粘膜調整材の適切な組み合わせの特定ができた。 
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研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：歯学・補綴理工系歯学 
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１．研究開始当初の背景 

厚生労働省の保健福祉動向調査では成人の
15%が口臭の悩みがあると報告している。その
なかで特に義歯装着患者のほとんどが口臭の
悩みを訴えている。口臭の原因物質は揮発性
硫化合物(CVS: Volatile Sulfur Compounds)

である。現在のところ口臭発生を完全に防止
する特効薬はない。いままで香料、殺菌剤、
消臭剤などを含有し、口臭予防効果をうたっ
た洗口剤、清涼剤、歯磨剤、ガムが数多く市
販されていますが、直接口臭を防止する作用
は弱く、香料でにおいを隠す遮蔽効果や、精
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神的に安心させる心理的効果の方が大きい
と考えられる。 

漢方医学では古くから口臭の治療に生薬
を使っていた。“神農本草経”および“本草
綱目”などの薬物書にも、橘柚(きつゆう)、
乾薑(かんきょう)、無患子(ムクロジ)、細辛
(さいしん)などを久しく服用していると体
臭や口臭の臭気を取り去ることができると
書いている。また、水蘇(すいそ)を服用する
と口臭ができるのを避けることができると
も記載している。 

近年、種々の組織調整材が開発され、床下
粘膜に不正な状態が認められた義歯装着患者
が新義歯作製する際、粘膜を正常な状態に回
復させるために、前処置として補綴臨床で広
く応用されている。組織調整材は液成分とし
てエタノールと芳香族系エステルからなる可
塑剤が主に使用されている。硬化物中に拡散
している可塑剤はメタクリレートのポリマー
鎖間に介在しているに過ぎず、組織調整材使
用中、可塑剤の溶出は発生すると考えられる。
また、液成分のエタノールも溶出していると
いう報告もある。これらの液成分の溶出は、
組織調整材特有の粘弾性特性の経時的喪失を
招き、材料の劣化に直接つながると思われる。
しかし、組織調整材として可塑剤の使用は不
可欠である。また、組織調整材の液性分のみ
ならず、ポリマーなどの組み合わせを変える
ことによって、本材の成分の溶出を最大限に
抑えられると考えられる。 
 
２．研究の目的 

そこで、口臭予防および治療効果がある生
薬に注目し、これらの生薬エキスを試作した
成分の溶出がもっとも少ない組織調整材に
配合することにより、耐久性が向上しなおか
つ口臭予防および治療効果を持つ組織調整
材の開発を行うことは非常に意義があると
考えられる。 

本研究の目的は口腔内環境シミュレショ
ンでの溶出性、理工学的性質および粘弾性特
性などの面で試作組織調整材の適切な成分
の組み合わせの検討を行う。それと同時に、
口臭予防および治療効果がある生薬エキス
の一般毒性動物実験を行い、生体に与える毒
性の質的および量的解明を行う。さらに、各
種生薬エキスの揮発性硫化合物(CVS)に対す
る分解能を調べ、口臭にもっとも効果的生薬
エキスの選定を行う。さらに、耐久性を向上
させた試作組織調整材を製作し、溶出性、理
工学的性質および粘弾性特性などの面から
生薬エキスの配合の影響を検討する。最終的、
適切な成分配合を選定し、試作生薬成分配合
組織調整材を製作する。 
 
３．研究の方法 
 まず、最初の実験では表 1 に示す 4種類の

エチル系ポリマーの混合物でなる粉成分と 3
種類の可塑剤およびエタノールの混合物で
なる液成分を組み合わせ計 12 種類の粘膜調
整材を作製した。 
 
表１：粘膜調整材の組成成分 

Code Powder Liquid 

G1-1 
ATBC 95wt% 
EtOH 5wt% 

G1-2 
ATBC 80wt% 
BPBG 15wt% 
EtOH 5wt% 

G1-3 

P1-C 50wt% 

P2-C 50wt% 
ATBC 80wt% 
DBP 15wt% 
EtOH 5wt% 

G2-1 
ATBC 95wt% 
EtOH 5wt% 

G2-2 
ATBC 80wt% 
BPBG 15wt% 
EtOH 5wt% 

G2-3 

P1-H 50wt% 

P2-C 50wt% 
ATBC 80wt% 
DBP 15wt% 
EtOH 5wt% 

G3-1 
ATBC 95wt% 
EtOH 5wt% 

G3-2 
ATBC 80wt% 
BPBG 15wt% 
EtOH 5wt% 

G3-3 

P2-B 100wt% 

ATBC 80wt% 
DBP 15wt% 
EtOH 5wt% 

G4-1 
ATBC 95wt% 
EtOH 5wt% 

G4-2 
ATBC 80wt% 
BPBG 15wt% 
EtOH 5wt% 

G4-3 

P2-C 100 wt% 

ATBC 80wt% 
DBP 15wt% 
EtOH 5wt% 

 
これらの材料を粉液比 1.35 で混和し、10

×10×2mm の試料を作製し、37℃、100ml 蒸
留水入りの褐色瓶に毎分 80 回振盪のメカニ
カルストレスにで 0、1、3、7、14 日浸漬後、
材料動的粘弾性を DMA800(TA インスツルメン
ト社製)を用いて各材料の貯蔵弾性率（G’）、
損失弾性率（G’’）および損失正接（tanδ）
の測定を行った。また、HPLC (LC-10A、島津)
を用い、蒸留水中に溶出した成分分析を行っ
た。 
 同時に、乾薑(かんきょう)、無患子(ムク
ロジ)、細辛(さいしん) および水蘇(すいそ)
の計4種類の生薬を99％エタノール6ヶ月浸
漬によるエキス抽出を行い、揮発性硫化合物
(CVS: Volatile Sulfur Compounds)に対する
分解能力をガスクロマトグラフ（GC-17A）を
用い測定した。 
 最後に、試作粘膜調整材を表 2に示すとお



 

 

り作製し、動的粘弾性およびその耐久性、溶
出性について、同様の方法で測定し、比較検
討を行った。 
 
表 2：試作粘膜調整材の成分 

Code Powder Liquid 

Trial A 
P2-B 85wt% 

PMMA 15wt% 

Trial B 
P2-B 95wt% 

PMMA 5wt% 

Trial C 
P2-B 90wt% 

PMMA 10wt% 

ATBC 80wt% 

BPBG 15wt% 

EtOH 5wt% 

 
４．研究成果 
 図 1に各材料の蒸留水浸漬における動的粘
弾性の経時的変化の一例を示す。各材料の粘
弾性的要素は経時的に増加する傾向であっ
た。その中で粉末 P2-B を用いた G3 グループ
は他のグループに比べ、安定する傾向を示し
た。特に G3-2 は他の材料より経時的もっと
も安定していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：各材料の粘弾性の経時的変化の一例 

 
 各材料の液の主成分である可塑剤も経時
的に溶出する傾向であった。溶出量は材料間
で有意差が認められ、可塑剤の溶出と材料の
粘弾性の劣化の間で、相関関係が認められた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2：試作材料の初期粘弾性 

CVS 分解能力では水蘇(すいそ)から抽出し
たエキスが有意に高い分解能力を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3：各材料の G’の経時的変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4：各材料の G’’の経時的変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5：各材料の tanδの経時的変化 
 
 図 2に各材料の浸漬前における初期粘弾性
を示す。Trial B が最も大きい G’値を示し、
最も小さい値を示したのは Trial C であった。
G’’においては、Trial B がもっと小さい値を
示した。 

図 3、4 および 5 に試作材料の粘弾性要素
の経時的変化を示す。G’では、Trial A が最
も大きい変化を示し、Trial B と Trial C は
経時的に安定した傾向を示した。G’’にお
いては、経時的にもっとも大きい変化を示し
たのは Trial A で、その次は Trial B であっ
た。経時的に最も安定した傾向を示した材料
は Trial C であった。tanδでも、経時的に
もっとも安定した材料は Trial C であった。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6：浸漬 1 日後における可塑剤溶出量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7：可塑剤溶出の経時的変化 
 
 図 6に各材料の浸漬 1日後における可塑剤
の溶出量を示す。可塑剤 ATBC においては、
Trail A がもっとも多く、その次は Trial B
であった。最も少ないのは Trial C であった。
可塑剤 BPBG においては、材料間で有意差が
認められなかった。 
 図 7に各材料の可塑剤溶出量の経時的変化
を示す。各材料からの可塑剤溶出は経時的直
線的増加する傾向であった。浸漬 14 日後に
おける可塑剤累積溶出量では、最も少ない溶
出量を示したのは ATBC、BPBG ともに Trial C
であった。 
 以上の結果から、Trial C は成分溶出が最
も少なく、理工学的性質の経時的劣化も少な
く、耐久性を改善した生薬成分配合試作粘膜
調整材として使用可能であることが示唆さ
れた。 
 粘膜調整材の組成成分を適切に組み合わ
せることにより、耐久性が改善でき、さらに
口臭対策を中心とした生薬成分の配合も可
能で、口臭対策を中心とした生薬成分配合粘
膜調整材の開発が可能であることが示唆さ
れた。 
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